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多機能野菜スライサー 【□ボ•クープ】 
CL -52 D (業務用） 



取扱説明書 



•このたびは、当社の多機能野菜スライサー （CL — 52 D ) をお買い求めいただき 
まして、まことにあし」がとうこ'ざいました。 

•この商品を安全に正しくご使用いただくために、お使いになる前にこの取扱説明書を 
よくお読みになし」十分に理解してください。 

•お読みになつたあとは、必ずし〗つも手元におし 〗 てこ'使用ください。 

參保証書は、この取扱説明書の最終ページに記載されておし」ます。 

必ず「お買上げ日 • お買上げ店名」等の記入をお確かめください。 
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安全上のご注意 


>ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。 
(ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。 


表示と意味は次のようになつています。 


注意喚起シンポルとシグナル表示の例 


△警告 

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負5可能性が想定 
される内容を示します。 

△注意 

誤った取 LJ 扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害#の発生 
が想定される内容を示します。 


* 物的損害とは、家屋 • 家財および家畜•ぺットにかかわる拡大損害を示します。 


図記号の例 


A 

△は、注意（警告を含む）を示します。 

具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「感電注意」を示します。 

感電注意 

接触禁止 

® は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、 G の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「直接手を触れないこと」を示します。 


■ vL * •は、行動の命令（強制）を示します。 

I：eC 具体的な強制内容は、•の中や近くに絵や文章で示します。 

左図の場合は「差し込みプラグをコンセントから抜く」を示します。 

プラグを抜く 












• 据付工事は、お買上げ店または専門業者に依頼すること 

こ'自分で据付けをされ不備があると、感電、火災の原因になります。 


• アースエ事を必ずおこな5こと 

アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しない 
でください。アースが不完全な場合は、感電の原因にな y ます。 
(電気工事士による□種接地工事が必要ですので、電気工事店に依頼 
してくださしし） 


•本機の電源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、 
それと同等の設備のある専用コンセントを使用すること 

電源コードは途中で接続した y 、 延長コードの使用、およびタコ足 
配線をした場合には、感電や発熱、火災の原因にな l j ます。 


•電気工事は、「電気設備に関する技術基準」、「内線規定」に従って施 
エし、必ず専用回路を使用すること 

電源回路不良、容量不足や施工不備があると、感電、火災の原因に 
なることがあります。 


•屋外で使用しないこと 

雨水のかかる場所で使用されますと、漏電、感電の原因にな y ます。 


• 湿気の多い所や、水のかかり易し ui 所に据え付けないこと 

絶縁低下から漏電、感電の原因にな L 」 ます。 


#本体に直接水をかけないこと 

ショート、感電、鎬、故障の原因にな y ます。 


• 電源コードを傷つけないこと 

加工したり、引っ張ったり、たばねたり、また重いものを乗せたし」、 
挟み込んだ y すると、電源コードが破損し、感電、火災の原因にな 
y ます。 


〇 

専門業者 


@ 

アース エ事 


❶ 

専用電源 


❶ 

電気工事 


屋外禁止 


湿気禁止 


水掛け禁止 


禁止 
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參電源プラグは、刃および刃の取付面にほこ U が付着していないか定 

期的に確認し、ガタのないよ 5 に刃の根元まで確実に差し込むこと I 

ほこ y が付着した y 、 接続が不完全な場合は、感電、火災の原因に ' 

なります。 

❶ 

点検清掃 

參漏電遮断器または、サーキットブレーカーが 『OFF (切）』に作 

動した場合には、お買上げ店に連絡すること | 

無理にレバーを 『ON (入）』にすると、感電や火災の原因になし」ます。 

連絡 

參機械内部の電気装置や配線にさわらないこと 

感電する恐れがあります。 ' 

⑧ 

接触禁止 

參濡れた手で電源プラグなどの電気部品に触れた U 、 本体の各スイツ yC X 

チを操作しないこと 1 

感電の原因になることがあ 1 J ます。 

濡手禁止 

參異常時は停止スイッチを押して機械を止め、電源プラグを抜くか、 

本機専用電源を 『OFF (切）』にしてすぐにお買上げ店へ連絡す | 

ること ' 

異常のまま使用を続けると感電、火災の原因にな y ます。 

〇 

専用電源切 

• お使いのガス器具がある場合、ガス器具などからガスが漏れていた 

ら、ガスの元栓を閉めて、窓をあけて換気すること 1 

電源プラグを抜いたし」しますと、引火爆発し危険です。 

〇 

ガス栓閉 

•替刃の刃は鋭利ですから、直接刃の部分に触れないこと 

ケガの原因にな L J ます。 

⑧ 

接触禁止 

•容器より取り外した替刃は、安全な場所に置くこと 

ケガの原因にな L J ます。 

〇 
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•替刃の回転中は、投入口から指、箸、スプーンなどを入れないこと 


ケガおよび故障の原因にな y ます。 


挿入禁止 


•吐出口から手、箸、スプーンなどを入れないこと 

ケガおよび故隋の原因にな y ます。 


•替刃の回転が完全に止まるまでは、容器蓋を開けないこと 

ケガの原因にな 1 j ます。 


•容器蓋を開けるときは、停止スイッチを押して機械を止め、電源プ 
ラグも抜くこと 

誤つて連続運転スイッチに触れた場合、ケガをする恐れがあ y ます。 


g 

<5 


プラグを抜く 


• 修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修理はおこなわないこと 

異常動作をしてヶガをした L 」、 修理に不備があると感電、火災など 
の原因にな y ます。 


分解禁止 


• 改造は絶対におこなわないこと 

改造をされると、液漏れや感電、火災の原因にな y ます。 


•移設は専門業者か、お買上げ店に連絡すること 

据え付け不備があると感電、火災の原因にな y ます。 


#廃棄は専門業者か、お買上げ店に依頼すること 

放置しますと、幼児などがケガをする原因になります。 


改造禁止 


❶ 

専門業者 


❶ 

専門業者 




意 


•丈夫で平らな所に水平になるよラに据え付けること 

据え付けに不備があると転倒、落下によるケガなどの原因になるこ 
とがあ y ます。 


❶ 

水平据付 


•本機の上に重量物や、水を入れた容器を置かないこと 

落下してケガをしたり、こぼれた水で電気部品の絶縁が悪くなし」、 
漏電の原因になることがあ y ます。 


0 

禁止 


• 電源プラグは、電源コードを持って抜かないこと 

必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張るとコー 
ドが傷つき、火災、感電の原因になることがあし」ます。 


禁止 


•熱器具を乗せた LJ 、 熱器具を周囲に置いた LJ しないこと 

熱でプラスチックが溶けた y して危険です。 


•容器蓋を閉めるときは、指を挟まないこと 

ケガの原因になります。 


• 可燃性のスプレーを近くで使用したり、可燃物を置かないこと 

発火の原因になることがあ y ます。 


• 清掃するときや点検のときは、必ず停止スイッチを押して機械を 
止め、電源プラグち抜くこと 

感電したり、ケガの原因になることがあります。 


•替刃、排出盤、押し棒、容器蓋、容器内部、モーター軸などは使用後、 
必ず洗浄 • 清掃すること 

洗浄しないと、雑菌が繁殖し、健康障害の原因になることがあし」ます。 


熱器具禁止 


❶ 

指挟まない 


可燃物禁止 


プラグを抜く 


❶ 

洗浄 • 清掃 
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•替刃は、洗浄液に漬けたまま放置しないこと 

泡で刃が見えず、ケガの原因にな L 」 ます。 




漬け置き禁止 


• 洗剤を使ったあとは、洗剤成分を十分に洗い流すこと 

洗剤成分が残ってし\ると、健康障害の原因になることがあ LJ ます。 



•一週間以上こ'使用にならない場合は、安全のため停止スイッチを押 
して機械を止め、電源プラグを抜くこと 

電源プラグやコンセント部にほこりが溜まって発熱、発火の原因に 
なることがあります。 



プラグを抜く 


•漏電遮断器は月に1回動作確認すること 

漏電遮断器を故障のまま使用すると、漏電のとき動作せず、感電の 
原因になることがあ LJ ます。 



動作点検 


• このお使いになっている商品を他に売った！ J 、 譲渡されるときには、 
新しく所有者となる方が安全な正しい使いかたを知るために、この 
取扱説明書を商品本体の目立つ所にテープ止めすること 



テープ 止め 




仕様 


口 々 

□□ "Q 

多機能野菜スライサー【□ボ•クープ】 

型 式 

C し- 52 D 

外形寸法 

幅370 • 奥行310 • 高さ66 0 mm 
(使用時最大寸法幅430 • 奥行648 • 高さ81 0 mm ) 

(突起物を含む幅386 • 奥行320_) 

電 源 

1 00 V 50/60 HZ 

電 流 

9. 5 A 

消費電力 

750 W 

駆動方式 

タイミンク'ベルトによる減速駆動 

安全装置 

蓋安全装置、モーター保護装置、押出しプレート安全装置 

回転 数 

400 r . p . m . (50 Hz ) /480 r . p . m . (60 Hz ) (無負荷時） 

材 

質 

容 器 

アルミダイキヤスト 

容器蓋 

アルミダイキヤスト 

押し棒 

ABS 

排出盤 

ポリアミド+グラスファイバー（50%) 

モーターケース 

ステンレス 

電源コード 

長さ：1 . 6 m 

質 量 

22 kg 


※上記の仕様は、品質向上のため予告なしに変更されることがあ L 」 ますのでこ’了承ください。 


• 標準排出盤 . 1個 

• 翼状排出盤 . 1個 

•押し_ . 1個 

• 容器蓋取付棒（本体取 U 付け済み） . 1本 

-キャベツ芯くりぬき工具 . 1個 

-スパナ（キャベツ芯くりぬき工具着脱用） . 1本 

• プラグアダプター . 1個 


•替刃（替刃の種類は、「替刃一覧表」をご覧ください。）…44種類 

オプション •専用ラック . 1種類 

• ダイシンク'グリッドクリーナー . 1セット 














































各部の名称 


•本機は、野菜をスライスしたり、多彩にカツトした! J する機械です。 









1. 水平で丈夫な調理台に、スイッチ部が正面にくるよろにして据え付けてください。 

調理台が傾斜してし\た y 不安定ですと、転倒する恐れがあ y 危険です。 

2. 電源を接続してください。 

本機の電源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、それと同等の設備のある専 
用コンセントを使用してください。 

3. 本機は、コンセントに電源コードを接続した場合、コードに余裕があるよろに据え付けてくださ 
し)。（電源コードの長さ：1 .6 m ) 

4. 水が掛からない、または流れてこないところに据え付けてください。 

本体と電源コードに水がかか y ますと、漏電、感電の原因にな L 」 ます。 

5. 据え付ける場所が水などで濡れていないことを確認してください。 

モータ— が 高速回転した とき、本体の底部から吸い上げ、 モーター の絶縁不良と 回転 不良の原因 
になし」ます。 

6. アースは必ず取ってください。 

アースは、電気工事士による D 種接地工事が必要ですので、電気工事店に依頼してください。 
ガス管、水道管、電話のアース線、避雷針などには危険ですから絶対にアース線を接続しないで 
ください。アース線は、プラグアダプターより出ている緑色の線です。 

7. ブラク'アダプターを電源コードの先から取 y 外し、本機専用のコンセントに差し込んで、アース 
線をアース端子に接続してください。 



お願い 


♦長い継ぎ線などを使用しますと、電圧降下のため起動しないことがあ LJ ます。その場合は、継ぎ 
線を太くするか、継ぎ線を使わずに直接1 00 V コンセントに接続してください。 

♦設備容量不足による電圧降下が大きい場合（モーター起動電圧 AC 85 V 以下）は、モーターの 
起動電流値が異常に高くなり、本体内蔵のブリント基板とモーターを損傷し、故障の原因にな y 
ます。 




1. 調理を始める前に、 「洗浄と清掃」 の項目を参 
照して、容器、容器蓋、排出盤、替刃をきれ 
いに洗浄 • 清掃してください。 

2. 設備側のコンセントに接続されているプラグ 
アダブターに、電源コードのプラグを差し込 
んでください。 

3. □ツクハンドルを、上げて□ツクを外してく 
ださい。 

4. 容器蓋を開けてください。 

容器の内部がきれし U こなっているか確認して 
ください。 

5. 排出盤をセツトしてください。 

1 ) 排出盤は、標準排出盤と翼状排出盤の2種類 
があります。 

処理目的に合った排出盤をセツトしてくださ 
し)。 



(リードスイッチ付) 



標準排出盤 

♦ この排出盤は、両面使用できます。 

♦ トマトやレモンの薄切 y などのよラに形が崩 
れやすいちのを切る場合は、 a 面（突起の低 
い面）を上にしてお使いください。 

♦ その他のあらゆる果物、野菜には巳面 （ 突起 
の高い面）を上にしてお使いください。 



翼状排出盤 

♦この排出盤は、スライス盤でのキャベツの細 
切り（千切り）や丸千切 y 盤の処理の際にお 
使いください。 
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2) シャフトに排出盤を差し込み、シャフトの根 
元の形状と排出盤の穴部の形状が合5よろに 
しっかりはめ込んでください。 


替刃(各種) 
シャフト 


3) 排出盤は、どの替刃を使用するときでも必要です。 


凹部 

6. 希望の切 LJ かたに合った替刃を取 U 付けてください。 


ピン 


7. 容器蓋を閉めてください。 



8. □ックハンドルを下げて蓋をロックしてくだ 
さい。 

□ックハンドルで蓋が正しくロックされてい 
ないと、蓋安全装置がはたらいて機械は、動 
作しません。 

9. 吐出口の下に、処理された食品を受ける容器 
を置いてください。 



10. 機械の電源プラグを、設備側のコンセントに差し込まれているプラグアダプターに差し込んでく 
ださい。 

11. 野菜に適したホッパーかフィードチューブに、下準備をした野菜を入れてください。 

( P .13-15 「ホッパーの使用方法」、 P .15 「フィードチューブの使用方法」参照） 

12. 連続運転スイッチ「©」（緑色）を押してください。 

13. 押出しブレートあるいは、押し棒で野菜を押し下げてカッティンク'してください。 

14. 処理が終われば、停止スイッチ「◎」（赤色）を押して機械を止めてください。 
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替刃の取付けかた 

《スライス盤、角千切り盤、丸千切り盤、パルメザングレーター盤、大根おろし盤、リップルカット盤》 

1 . 排出盤装着済みのシャフトに替刃を差し込み、左右いずれかに少し回してください。 

2. シャフトのピンに、替刃裏面の切り溝が合って"コトン”と落ち込みます。 


《フレンチフライ盤、フレンチフライ用スライス盤》 

1 . フレンチフライ盤の、刃のある面を上に向けて、 

フレンチフライ盤の縁にある凸部を本体容器 
の縁の凹部に合わせて、排出盤装着済みのシャ 
フトにはめ込んでください。 

2. フレンチフライ盤の上から、セツト（一対） 

のスライス盤を差し込み、左右いずれかに少 
し回してください。シャフトのピンに、替刃 
裏面の切 y 溝が合って“コトン”と落ち込み 
ます。 


♦フレンチフライ盤は、必ず同サイズのスライ 
ス盤とセツトでこ'使用ください。 

フレンチフライ盤単体では使用できません。 



《ダイシンググリッド盤、ダイシンググリッド用スライス盤》 


1 . ダイシンク'グリッド盤の、刃のある面を上に 
向けて、ダイシンク'グリッド盤の縁にある凸 
部を本体容器の縁の凹部に合わせて、排出盤 
装着済みのシャフトにはめ込んでください。 

2. ダイシンググリッド盤の上からセット（一対） 
のスライス盤を差し込み、左右いずれかに少 
し回してください。 

シャフトのピンに、替刃裏面の切 y 溝が合つ 
て“コトン”と落ち込みます。 



♦ダイシンググリツド盤は、必ずダイシンク'グ 
リツド用スライス盤とセツト（一対）でご使 
用ください。ダイシングク'リツド盤単体では 
使用できません。 
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♦ 下表は、組み合わせて使用が可能なサイズ表です。 
•印……セツト（一対）の組み合わせ。 


■印……用途によし」セツトを組み替えて使用可能。 


グリッド盤 

スライス盤 

8 x 8 nm 

10 x 10 mm 

14 x 14 mm 

20 x 20 mm 

25 x 25 mm 

8 mm 

• 

■ 

■ 



10 mm 


• 

■ 



14 mm 



• 



20 mm 




• 

■ 

25 mm 





• 


ホッ/ V —の使用方法 


〈じやがいも、人参、たまねぎなどのカッテイング〉 


♦ じやがいも、人参、たまねざなどのカッテイン 
グは、ホッパーの真ん中にある仕切 y 板を装着 
したままおこなつてください。 

♦ 材料は、ホッパーの左右両方になるべく均等に 
入れてください。 

♦ 材料は、ホッパー内一杯まで入れることができ 
ます。 


〈フレンチポテトのカッテイング〉 

♦ フレンチフライ盤でフレンチポテトを切るとき 
も、ホッパー内に仕切し」板を装着したままおこ 
なつてください。 

♦フレンチポテトを切るときは、じやがいもを必 
ずホッノ の 左半分側 に入れてください。 

ホッパーの右半分側に入れますと、フレンチフ 
ライ盤の刃の向き関係で、カッテインク'するこ 
とができません。 


じや力ち (皮をむいたもの) 











〈レモン、トマトのカッテイング〉 

♦ レモンやトマトの輪切 y にも、ホッパーを使用 
しますが、この場合も仕切 y 板を装着したまま 
おこなってください。 

♦ きれいな仕上がりに切るためには、重ねて入れ 
ないで、希望する切 y 口の形状に合った向きに 
1個ずつ入れて切ってください。その際、ホッ 
ノ く一の手前に寄せて置し、てください。 

♦ 熟れすぎたトマトは、潰れるおそれがあ y ます 
ので、本機でのカッテイングには適しません。 



〈キャベツ、レタスのカッテイング〉 

♦ ホッパー内に仕切 y 板を装着したまま、キャべ 
ツやレタスをカッテイングするときは、 

-処理する前に縦半分に切って芯を取り除いてく 
ださい。 

• 材料が大きい場合は、投入口に入る大きさにカッ 
卜するか、葉を外してください。 

•芯のあった方を下に向けて、ホッパーの左右両 
方に入れてください。 

♦ キャベツを丸こ'とカッテインク'するときは、 

•ホッノ 内の仕切 y 板を取 y 外してください。 
仕切り板は、上にまっすぐ引き上げると取り外 
すことができます。 

• 付属のキャベツ芯くりぬき工具をシャフトのネ 
ジ穴に時計方向に回して取り付け、付属のスバ 
ナで締め付けてください。 

• 材料が大きい場合は、投入口に入る大きさまで 
葉を外してください。 

• キャベツをホッパー内に入れる際は、芯のある 
方を下に向けて入れてください。 

〈さつま芋、カポチャのカッテイング〉 

♦ さつま芋、カボチャなどのよろに堅い野菜は、 

1 4 fim 以上の大きいサイズのスライス盤および 
ダイシンググリッドでカッテインク' してくださ 
し）。 

1 4 mm 以下の小さいサイズでは、目詰まりを起 
こしますので、処理することはできません。 




〈ショウガについて〉 

♦シヨウガは繊維質が強く、目詰ま y を起こしますので、本機での処理には適しません。 
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ホツノ《一の操作のしかた 


1 . 押出しブレートを上方に引き上げ、時計方向 
に止まるまで回して開いてください。 

2. ホッパー内に処理する野菜を入れてください。 

3. 押出しブレートをホッパーの真上にくるまで 
反時計方向に回してください。 

4. 連続運転スイッチ「©」（緑色）を押して、押 
出しブレートを一定の力で軽く押し下げてく 
ださい。不必要に強く押さないでください。 

5. 押出しブレートを上に引き上げて開くと、安 
全装置がはたらいて機械は止ま y ます。 

6. 続けて処理をするときは、ホッパーに野菜を 
入れて、押出しブレートを押し下げると、再 
度機械は作動します。 



フィードチューブの使用方法 

♦フィードチューブは、きゆうり、人参、白ねぎなどのような細長いものをスライスするときに 
使用してください。 

フィードチューブの操作のしかた 

1 . 押し棒の上部を少し回してロックを外し、押 
し棒を抜いてください。 

2. 野菜を入れて、押し棒で野菜を軽く押さえ、 

連続運転スイッチ「©」（緑色）を押してくだ 
さい。 

3. 押し棒を一定の力で押し下げてください。 

材料がフィードチューブよ 1 J 長いときは、手 
で押してもかまし ) ませんが、材料が短くなつ 
たら危険ですので、必ず押し棒で押し込んで 
ください。 

4. 押し棒を抜いても機械は止まりませんので、 

連続して処理ができます。 



【注意！】ダイシンク'グリッド盤を使用する場合は、食材は必ずホッパー（半円形部）から 
投入してください。フィードチューブ（円筒形）から投入しますと、刃が折れる 
原因になります。 








目詰まりして機械が止まったときの対処方法 

14_以下のサイズが小さいスライス盤、またはダイシンク’盤セツトで、堅い野菜（さつま芋、カボ 
チヤ）を処理しますと、野菜が刃に噛み込んで目詰ま y を起こし、機械が停止することがあります。 
この場合は、機械の電源プラグを抜き、以下の手順でスライス盤またはダイシンク'盤セツトを取 y 外 
してください。 




【参考】 

• 替刃のダイシンク'グリッドをお使いの場合、刃のマス目部分に食材が詰ま y ます。 
マス目に詰まった食材を取り除くには、オプションの ダイシンググリツドクリーナー 
をお使いいたくと便利です。 
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《參考：材料に適した替刃の選びかた》 


《スライス盤》 

〈〈丸千切り盤》 

0_ 6_ 

キャベッ 

1_ 5 mm 

チーズ 

Inn 

人参、キャベツ、きゅうり、 

2 mm 

人参、大根、きゅ 5 D 、 チーズ 

玉ねぎ、じやがいも、白ねぎ 

3 mm 

人参、大根、きゅうり、チーズ 


レモン、人参、マッシュルーム、 

4 mm 

人参、大根、きゅうり、チーズ 

2 mn /3 mm 

キャベツ、じやがいも、きゅうし」、 

5 mm 

大根、きゅうし」、チーズ 

ズッキーニ、玉ねぎ、白ねぎ、 

7圓 

チーズ 


ピーマン 

9 mm 

チーズ 


なす、人参、マッシュルーム、 

《パルメサン グレーター 盤》 


じやがいも、きゅうし」、白ねぎ、 


う —ス、 ナヨコレー ト 


ピーマン、レタス、トマト 


8 nn /1 Omn 

なす、人参、じやがいち、 

《大根おろし盤》 

ズッキーニ 


大根、山芋 

14 mm 

人参、じやがいも、ズッキーニ 


《 u ツプルカツト盤》 

《タイシンググリッド盤》 

2 m 

人参、じやがいも、ズッキーニ 

8 x 8 mm 

じやがいも、人参、ズッキーニ 

3 mm 

人参、じやがいも、ズッキーニ 

10 x 10 mm 

じやがいも、人参、ズッキーニ、 

5 mm 

人参、じやがいも、ズッキーニ 

かぶ、玉ねぎ、リンゴ 

《角千切り盤》 

14 x 14 mm 

じやがいも、人参、ズッキーニ、 

2 x 2 mm 

人参、じやがいも 

セロリ 

2 x 4 mm 

人参、きゅうり、じやがいも 

20 x 20_ 

じやがいも、人参、ズッキーニ、 

2 x 6 mm 

人参、きゅうし」、じやがいも 

かぶ、パイナップル 

2 x 8 mm 

人参、きゅうり、じやがいも 

25 x 25 mm 

じやがいも、ズッキーニ、かぶ、 

3 x 3 mm 

人参、きゅうり、じやがいも、大根 

リンゴ、メロン、スイカ 

4 x 4 mm 

なす、きゅろし」、じやがいも、大根 

《フレンチフライ盤》 

6 x 6 mm 

なす、きゅうり、じやがいも 

8 mm 

じやがいも 

8 x 8 mm 

じやがいも 

10 mm 

じやがいも 
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CSMD 


1. 替刃の刃の部分は非常に鋭利ですから、替刃の取 y 付け、取 y 外しの際の取 L 」 扱いに十分注意 
してください。 

2. 替刃の置き場所の安全にも気を配ってください。 

替刃の保管は、オブシヨンの専用ラックに入れて保管されることをお薦めします。 

3. 各部品（排出盤、替刃）や容器蓋が正しくセットされているか、また、ロックハンドルがしっ 
かし」□ックされているかを確認してから、連続運転スイッチ「©」（緑色）を入れてください。 

4. きれいな仕上が y に切るには、適切な投入口に野菜を一つずつ垂直に入れてください。 

投入口の寸法は下図を参照してください。 

投入口の寸法 



5. 千切 LJ や、おろしチーズは、加えられた圧力によって出来上がりの大きさが変わ LJ ますので、 
押しかたに注意して均一に切ってくだ'さい。 

6. ダイシングク'リツド盤を使っていろいろな野菜や果物を続けて切る場合は、柔らかいものから 
先に切るよろにしてください。 

7. 本機には、モーター保護装置が付いています。 

モーターが過熱した場合、自動的に機械は止ま y ます。このようなときは、モーターをしばら 
く休ませますと自動復帰します。その後、再度操作手順に従って作業をしてください。 


8. 本機は、シャフトやモーターに注油の必要はありません。 



洗浄と清掃 


【いつも安全で清潔にこ'使用いただくためと、機械を長持ちさせるために、次の場合、下記 
の手順に従って、必ず「基本的な洗浄」をおこなってください。】 

•初めて機械を使用する場合。 

•食材の処理後は速やかに毎回。 

• 1時間以上使用間隔が開く場合。 

• 3 0 分間使用の度（繰り返し処理する場合でも)。 


「基本的な洗浄」 

l . 予備洗浄（各部を取り外し、水または温水を使って処理物のカスを洗い流す。） 

i 

n . 除菌洗浄（除菌洗浄剤を使用して洗浄する。） 

i 

m . すすぎ洗浄（水または温水を使って十分すすぎ洗いをし、洗剤成分を完全に洗い流す。) 

i 

IV . 乾燥（すすぎ洗い後、水分を拭き取り、各部を空気乾燥させる。） 

1 

V . アルコール 除菌（アルコール除菌剤をスプレーし、機械各部を除菌消毒する。） 


r 基本的な洗浄」は、 

•高品質の食品を作る前提条件です。 

•雑菌の発生を予防します。 

•機械の寿命を延ばします。 

洗浄を怠った y 、不行き届きですと、処理物のカスがモーター軸のシール部に溜まって固着し、 
モーター軸の回転不良になったり、または水分が溜まったままにしておきますと、シール部よし」 
液が浸入してモーター内部が損傷して機械の寿命が著しく短くなります。頻繁に洗浄することに 
よし」、機械を長持ちさせることができます。 


【参考】 

-替刃のダイシンク'グリッドをお使いの場合、刃のマス目部分に食材が詰まります。 
マス目に詰まった食材を取り除くには、オプションの ダイシンググリッドクリーナー 
をお使いいたくと便利です。 





r 基本的な洗浄」手順 

《容器蓋（ホッパー、フイードチューブ、押出しプレート付)、押し棒、替刃、排出盤》 


I ■ 予備洗浄 

1. 本体より容器蓋、押し棒、替刃、排出盤を取 y 外してください。 

容器蓋の取 y 外しかたは、 

1 ) 容器蓋取付棒を、横方向に引き抜いてください。 

2) □ックハンドルを時計方向に回してロックを外し、容器蓋を持ち上げて取り外してください。 

2. 水または温水を流しながら、容器蓋（ホッパー、フィードチューブ、押出しブレート付)、押し棒、 
替刃、排出盤をすすぎ洗いして処理物のカスを流し取ってください。 


n . 除菌洗浄 

1. シンクまたは、洗い桶にぬるま湯を入れ、定められた使用濃度の分量の除菌洗浄剤を入れて溶 
かしてください。 

2. 容器蓋（ホツバー、フィードチューブ、押出しブレート付)、押し棒、替刃、排出盤を、除菌 
洗浄剤を入れたぬるま湯の中で、布かスポンジを用いてきれし\に洗つてください。硬し 〗 タワシ 
などでこすると傷がつく恐れがあ y ますのでご注意ください。 


A 

替刃は、非常に鋭利で危険です。 

洗浄時や取り扱い時は、直接刃の分部に触れないよ5にご注意ください。 


A 

V 

替刃を洗剤の入ったシンクなどに漬けたまま放置しなし 'でください。 

泡で刃が見えず大変危険です。 

ノ 


【注意！】替刃の洗浄は速やかにおこない、洗浄液や水や湯に1〇分以上漬けたままにしな 
いでください。 

漬け置きをしますと、金属部分が鎬びる恐れがあ y ます。 


m . すすぎ洗浄 

取し」外した各部品を、除菌洗浄剤を使用して洗浄をおこなった後は、流水で十分すすぎ洗いを 
して、洗剤成分を完全に洗し 〗 流してください。 


N . 乾燥 

すすぎ洗いした各部品は、速やかに除菌済みのきれし)な乾し ) た布などで水分を拭き取つてくだ 
さい。その後、十分空気乾燥させてください。 
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V . アルコール 除菌 


乾燥した各部品にアルコール除菌剤をスブレーしてください。 


《容器内部、モーター軸部、本体外装部の清掃》 


1 . 容器内部、モーター軸部および本体外装部は、 
除菌洗浄剤を入れて溶かしたぬるま湯で布巾を 
絞り、汚れをきれいに拭き取ってください。 

モーター軸のキャベツ芯く y ぬき工具を取し」付 
ける穴は、お手持ちのブラシなどで、きれいに 
清掃してください。 


ブラシなどで 
清掃する 



プラシなどで 
‘清掃する 


2. すすぎ用のきれいな水で絞った布で拭いて、完全に洗剤成分を拭き取ってください。 

3. その後、空気乾燥させてください。 

4. 各部品を取 y 外して洗浄、清掃、乾燥した後、雑菌の発生を予防するため、各部にアルコール 
除菌剤をスプレーして除菌作業をおこなってください。 


【注意！】 モーター軸部には、オイルシールが付いていますので、傷を付けないように注意 
してください。 

オイルシールを損傷しますと、容器からの処理液や洗浄液が漏れた場合、モーター 
軸内部へ流れ込み、故障の原因になることがあ y ます。 


【注意！】 本体およびモーター軸部は、絶対に水洗いしないでください。故障（漏電）の原 
因にな LJ ます。 
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CSD 


1. 動物性脂肪や蛋白質を含む食品（チーズ、チヨコレート）を処理したときは、 温水を使用して 
特に慎重に除菌洗浄をおこなっていただく必要があ y ます。 

洗浄が不行き届さの場合、処理物のカスが腐敗した y 、雑菌が繁殖して健康障害の原因になる 
ことがあります。 

2. 押し棒、排出盤は、食器洗浄機などで高温洗浄すると変形した y 、 変色する恐れがあ y ます。 
なるべく 8 o°c 以下のお湯で洗浄してください。 

3. 替刃は洗浄後、水分がついたまま放置しますと鎬びる可能性があ y ますので、速やかに水気を 
切り、完全に乾燥させてください。 

また、洗浄の際、洗浄液や水やお湯に1〇分以上漬け置きしないでください。 

4. 清掃をするとき、クレンザー、酸類、アルカリ性洗剤、ベンジン、ガソリン、シンナーなどは 
使わないでください。 

傷が ついた y 、 破損の原因になります。 

5. 除菌洗浄をおこなろ際の洗浄剤は、 無泡性および低発泡性の除菌洗浄剤を使用し 、入れすぎな 
いよろにしてください。濃度が濃すぎると金属、ブラスチックの部品を損傷します。 

6. 気泡性、強力な浸食性、有毒性のある洗浄斉 I ]は絶対に使用しないでください。 

7. 塩素系の洗剤や電解酸性水などは使用しなし\でください。腐食の原因にな y ます。 

8. 除菌洗浄剤、アルコール除菌剤の使用については、各々の定める使用濃度および、使用上の注 
意事項に従つてください。 


【参考】 

• 除菌洗浄剤は、下記のものを推奨します。 

除菌洗浄剤（無泡性） 

※弊社（エフ■エ厶•アイ）でも取 y 扱っていますので、入手が困難な 
場合はこ‘注文ください。 

• アルコール除菌剤は、下記のものが適当です。 

アルコール除菌剤 . 「アルぺツト E 」 （サラヤ株式会社製） 
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替刃 《オプション》一覧表 


スライス盤 


角千切 LJ 盤 




2 枚刃 

i 枚刃 

0_ 6 mm 

4 mm 

0.8 mm 

5 mm 

1 mm 

8 mm 

2 mm 

10 mm 

3 mm 

14 mm 

スライス) 

盤 

2 枚刃 

i 枚刃 

2 mm 

5 mm 

3 mm 




2枚刃 
2 x 2 mm 
2 x 4 mm 
2 x 6 mm 

2 x 8 mm 

3 x 3 mm 

4 x 4 mm 


1 枚刃 
Bx6nn 
8 x 8 mm 




01.5nm 
02mm 
03nm 
04mm 
0 5nm 
0 7mm 
09nm 


パルメザン グレーター 盤 


大根おろし盤 





ダイシンググリッド盤 

〈ダイシンク'用スライス盤〉 


8_ 


10 mm 


14 mm 


20 mm 

CT 

25 mm 


フレンチフライ盤 


ライス盤〉 

8 mm 
10 mm 
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故障の診断と手当 


故障かなと思われ修理を依頼する前に、次の項目を確認してください。 

症状が改善されなし 〗 ときや「手当」の欄に「お買上げ店へ連絡してください。」と記載されている場合は、 
本機の停止スイッチ「◎」を押して機械を止め、電源プラグも抜いて、早急にお買上げ店へ連絡し 
てください。 


※ご連絡の場合は、本機の型式名•機番お買上げ日•故障状況（できるだけ詳しく）をお知らせください。 


状 態 

診 断 

手 当 

連続運転スイッチ 「©」 （緑 
色）を押しても動作しな 
い。 

電源プラグが抜けていません 
か？ 

電源プラグを差し込んでください。 

停電ではあ 1 J ませんか T 5 

通電するのを待ってください。 

漏電遮断器が切れていません 
か？ 

「OFF (切)」になっている場合は、 
お買上げ店へ連絡してください。 

本体から異常音が発生す 

丈夫な所に設置しています 
か？ 

丈夫な場所に設置してください。 

据え付けが悪く、がたついて 
いませんか9 

水平で平らな場所に据え付けてく 
ださい。 

本機に何か触れた状態になっ 
ていませんか9 

接触しているものを取り除いてく 
ださい。 

容器蓋が正しくセツトされて 
いますか9 

容器蓋を正しくセツトしてくださ 
し、。 

モーターから異常音が発生 
する。 

回転振動が大きい。 

モ_夕_不良 

お買上げ店へ連絡してください。 

モーター軸受け不良 

漏電遮断器が切れる 

漏電遮断器のレノ x —の位置が 
roFF (切）」になっていま 
せんか9 

漏電遮断器が 「OFF (切)」に作 
動した場合には、お買上げ店へ連絡 
してください。レバーが 「OFF 
(切）」になっていると漏電してい 
る可能性があ L 」 ます。無理にレバー 
を「〇 N (入)」にすると、感電や 
火災の原因にな y ます。 

電源コードゃブラク'が異常 
に熱くなる。 

— 

お買上げ店へ連絡してください。 

電源コードを折 y 曲げると 
通電したり、しなかったり 
する。 

— 

お買上げ店へ連絡してください。 

モーターの回転が不規則で 
あったり、止まった 1 j 、 遅 
かった 1 j する。 

— 

お買上げ店へ連絡してください。 
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エフ•エム•アイ商品保証書 



株式会社エフエム•アイ 

東京本社：〒105-0013東京都港区浜松町2丁目8番14号 Tel.03(3436)9470 
大阪本社：〒538-0044大阪市鶴見区放出東3 丁目11番31号 Tel. 06(6969)9393 
営業所札幌：〒 003-0002 札幌市白石区東札幌二条5丁目4番1号 Tel. 01 1(813) 8651 
仙台：〒 983-0034 仙台市宮城野区扇町2丁目1番9号 Tel. 022(238)571 1 
名古！： T454-0822 名古屋市中川区四女子町2丁目46番地 Tel. 052(361 )7891 
広島：〒73レ0102広島市安佐南区川内6丁目43番9号 Tel. 082(876)1855 
福岡：〒 812-0839 福岡市博多区那河1丁目3〇番21号 Tel. 092(481 )2931 
サ：ビ、ス盛岡：〒020 -0124 盛岡市厨川4 丁目14番5号 Tel. 01 9(648)5390 
AT V3：/ 金沢：〒92卜8027金沢市神田1丁目23番11号 Tel. 076(243)7810 
四国：〒 768-0012 香川県観音寺市植田町155番地1 Tel.0875(57)51 61 
鹿児島：〒 890-0073 鹿児島市宇宿1丁目15番8号 Tel.099(263)8281 
東日本賴Iセンター：〒 130-001 1東京都墨田区石原4丁目35番7号 Tel.03(5819) 1280 
ホームぺージ http://www.fmi.co.jp/ 
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